






























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
メタルハライドランプの発光効率（約80〜100 lm/W以上）は、白熱電球の一種であるハロ
ゲンランプの発光効率（約15〜25 lm/W）よりも大幅に高い。低いとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-2
正解は②
加法混色の三原色は赤・緑・青（RGB）である。青緑（シアン）、赤紫（マゼンタ）、黄
（イエロー）は減法混色の三原色であるため不適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は①
ステファン・ボルツマンの法則により、完全黒体から放射される全熱放射エネルギーは絶
対温度の4乗に比例する。絶対温度に比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
空気齢とは、新鮮外気が給気口から導入されて室内の特定地点（対象地点）に到達するま
での平均経過時間である。吹出し口から排気口に至るまでの時間とする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-5
正解は③
北緯35度において夏期（春分から秋分の間）は太陽が真東より北側から昇り真西より北側
に沈むため、早朝および夕方には北鉛直面にも直達日射が当たる。年間を通じて日照を受
けないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は④
点音源からの距離が2倍（2m→4m）になると逆二乗則により音圧レベルは6dB低下する。一
方、音響出力が2倍になると音圧レベルは10 log10(2)≒3dB増加する。したがってB点の音
圧レベルは65−6＋3＝62dBとなる。

●問題Ⅲ-7
正解は①
住宅における冷房期の平均日射熱取得率（ηA）は、冷房期の総日射熱取得量を床面積で
はなく「外皮等面積の合計」で除して算出される。床面積で除すとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-8
正解は③
パン形吹出口は天井面に設置され、円形板に気流を衝突させて水平全周に吹き出す吹出口
である。風向を左右上下に変える首振りノズル形とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-9
正解は②
ガス給湯器の能力表示である「1号」は、水温＋25℃上昇させた湯を毎分1L供給できる能
力と定義されている。20℃上昇させるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は④
各個通気管は、衛生器具のトラップウェア（あふれ縁）から「150mm以上」高い位置まで
立ち上げてから通気横枝管等に接続することが規定されている。50mm以上とする記述は誤
りである。



●問題Ⅲ-11
正解は①
粉じん保持容量は、エアフィルタの空気抵抗が所定の最終圧力損失に達するまでに捕集で
きる粉じん量であり、捕集効率の粗い粗じん用フィルタの方が高性能フィルタよりも一般
に大きくなる。

●問題Ⅲ-12
正解は②
大便器の洗浄弁（フラッシュバルブ）方式による給水では、短時間に多量の水を瞬時に流
すため、給水管径は25mm以上、必要給水圧力（動水圧）は70kPa（0.07MPa）以上必要であ
る。30kPa以上とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-13
正解は③
水平面に設置される天窓（トップライト）は、全天空を見込むため、同じ面積・形状の側
窓と比較して約3倍の採光効果を持つ。側窓に変更すると採光量は減少するため不適切で
ある。

●問題Ⅲ-14
正解は④
室容積は80×2.5＝200m3。総CO2発生量は25人×20L/h＝500L/h＝0.5m3/h。必要換気量は
0.5÷(900−400)×10^6＝1,000m3/hである。換気回数は1,000÷200＝5.0回/hとなる。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
皮膚への紫外線（UV-B）照射によって体内で生成されるのは「ビタミンD」である。ビタ
ミンEの生成とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は②
健康増進法第27条等において、営業用車両や自家用車内など望まない受動喫煙を生じさせ
るおそれがある場所では、喫煙者に受動喫煙を生じさせない配慮義務が課せられている。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
たばこの点火部から立ち上る煙を「副流煙」、喫煙者が吸い込んでから吐き出す煙を「吐
出煙（呼出煙）」と呼ぶ。吐き出す煙を副流煙と呼ぶとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は③
越流負荷は、沈殿池等の越流ぜき単位長さ当たりの流量を表す指標であり、単位はm3/(m
・日)またはm3/(m・時)である。単位をm3/(m2・時)とする組合せは誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
BOD測定において、培養期間中に溶存酸素が完全に消費される（消費率100%）と正確な酸
素消費量を測定できない。一般に溶存酸素消費率が40〜70%程度になるよう希釈倍率を調
整する。

●問題Ⅲ-20
正解は②
浄化槽の構造基準において、中大規模浄化槽の処理方式等として膜分離活性汚泥方式が規
定されている。

●問題Ⅲ-21
正解は①
不連続点塩素処理法は、アンモニア性窒素を塩素と反応させて窒素ガスへ酸化分解する脱
窒素技術である。硝酸性窒素の除去を対象とする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-22
正解は②
汚泥5m3（固形分2%）中の固形分は0.10m3、汚泥15m3（固形分4%）中の固形分は0.60m3で
ある。混合後全量20m3中の総固形分は0.70m3（3.5%）となり、含水率は96.5%となる。

●問題Ⅲ-23
正解は⑤
水質汚濁防止法の一律排水基準（生活環境項目）にはpH、BOD、COD、SS、大腸菌群数等が
定められているが、溶存酸素量（DO）の基準値は定められていない。

●問題Ⅲ-24
正解は③
循環型社会形成推進基本法第2条第3項において、「循環資源」とは廃棄物等（廃棄物及び
使用を終了した物品等）のうち有用なものをいう、と明確に定義されている。

●問題Ⅲ-25
正解は④
1999年の基本指針に基づく削減目標は2003年に「達成された」（約95%減）。2017年の排
出量は1997年比で「98.7%の減少」となっている。

●問題Ⅲ-26
正解は②
多量排出事業者に対する電子マニフェストの一部義務化はあるものの、紙マニフェスト制
度は現在も有効に利用されており、使用が終了したとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
ガス化によるケミカルリサイクルでは、塩素分は塩化水素ガス等として回収・無害化処理
できるため、塩化ビニル等の混入があっても処理可能である。混入させてはならないとす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は③
メタン発酵プロセスは、複合嫌気性微生物群によって、高分子有機物の加水分解、低級脂
肪酸への酸生成、水素・酢酸生成、メタン生成の4つの過程が順次進行する。

●問題Ⅲ-29
正解は①
ごみ焼却における窒素酸化物（NOx）の生成原因の大部分は、ごみ中の可燃分に含まれる
窒素化合物が酸化されて生成する「フューエルNOx」である。空気中窒素に起因するサー
マルNOxがほとんどであるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は③
2017年度（平成29年度）の一般廃棄物総排出量は約4,300万トン（A）、1人1日当たりごみ
排出量は920グラム（B）。2016年度の産業廃棄物排出量は約3.9億トン（C）である。

●問題Ⅲ-31
正解は④
2016年ダボス会議の報告書等によると、世界で年間約800万トン（A）のプラスチックごみ
が海洋に流出していると試算されている。特に5mm以下の「マイクロプラスチック」（B）
による生態系への影響が国際的に懸念されている。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
地域循環共生圏では、コンパクトな地域内循環を基本としつつも、資源の性質や処理の高
度性に応じて広域的なネットワーク（重層的な循環）を形成することが重要とされてお



り、必ずしも地域内処理のみに限定するものではない。

●問題Ⅲ-33
正解は①
埋立地内に浸出水を過剰に内部貯留させると、水圧増加により遮水シートの破損や埋立法
面の崩壊等の重大事故を招く恐れがある。積極的に内部貯留を利用するとする記述は不適
切である。

●問題Ⅲ-34
正解は②
最終処分場の廃止基準において、浸出水や保有水等の水質検査は項目に応じて1か月に1回
または3か月に1回以上と規定されており、6か月に1回とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
日降水量深約5.48mm/日と蒸発散量2.0mm/日の差引有効水深約3.48mm/日に面積5.0haを乗
じると日平均発生量は約175m3/日（A）、浸出係数は約0.6（B）となる。


